
午後 １時００分 再開

○稲 田議 長 休 憩前 に 引き続 き会 議を 開き、 市政 一般に 対す る質

問を続行いたします。

次に、岡田議員。

〔岡田議員質問席へ〕

○岡 田議 員 会 派自 由 創政の 岡田 でご ざいま す。 昨日の 戸田 議員

によ る代 表質問 に関 連 いたし まし て、 大要４ 点に ついて 質問 を行

ってまいりたいと思います。

ま ず初 めに、 狭隘 道 路解消 事業 につ いてお 伺い をした いと 思い

ます けれ ども、 狭隘 道 路の解 消に 向け ての今 後の 事業の 進め 方に

ついてお伺いしたいと思います。

○稲田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 狭隘道 路解 消に 向けて の今 後の事 業の 進め

方に つい てでご ざい ま す。自 治会 や地 域住民 に対 して、 道路 整備

要望 や狭 あい道 路拡 幅 整備事 業な どの 制度の 再周 知を行 う予 定と

して おり まして 、ま ず は地域 のニ ーズ 等の調 査や 聞き取 りな どを

行いながら、現状の把握に努めていきたいと存じます。

○稲田議長 岡田議員。

○岡 田議 員 そ れで は 、狭隘 道路 の多 い木造 住宅 密集地 域と いう

のが 市内 には結 構あ り ますけ れど も、 本市と して 狭隘道 路の 解消

が必要な地域を把握しているのかを伺いたいと思います。

○稲田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 狭隘道 路の 解消 が必要 な地 域の把 握に つい

ての お尋 ねでご ざい ま す。市 内に は、 木造住 宅が 比較的 密集 して

いま す中 心市街 地を は じめ、 狭隘 道路 が多数 存在 する地 域が ある



こと は認 識はし てお り ますが 、具 体的 に狭隘 道路 の解消 が必 要な

地域 や路 線など の把 握 ができ てい ない のが現 状で ござい ます 。今

後、 地域 のニー ズを 踏 まえな がら 、狭 隘道路 の解 消が必 要な 地域

や路 線の 選定な ど、 具 体的な 把握 に努 めてい きた いと思 って おり

ます。

○稲田議長 岡田議員。

○岡 田議 員 そ うし ま すと、 高齢 者や 空き家 の多 い地区 では 、地

域の 声も 聞きな がら と いうこ とだ った んです けど も、地 元の 要望

の声 がな かなか 上が っ てこな い、 これ 以前、 議場 でも言 いま した

けど も、 可能性 があ る という ふう に思 うんで すけ れども 、こ のよ

うな 地区 に対し ての 対 応はど のよ うに 考えて いる のか伺 いた いと

思います。

○稲田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 高齢者 や空 き家 の多い 地区 に対し ての 本市

の対 応に ついて でご ざ います 。ま ずは 、道路 整備 要望や 狭あ い道

路拡 幅整 備など の制 度 の再周 知を した いと考 えて おると ころ でご

ざい まし て、あ わせ て 、他の 施策 と連 携を取 りな がら、 高齢 者や

空き 家の 多い地 区も 含 めた狭 隘道 路の 解消が 必要 な地区 、路 線の

選定 や現 状の把 握に 努 め、自 治会 など との話 合い の機会 を設 けて

みる など 、狭隘 道路 の 解消に 向け て対 応して いき たいと 存じ ます。

○稲田議長 岡田議員。

○岡 田議 員 こ のた び の能登 半島 の地 震にお きま しても 、こ うい

った 木造 住宅密 集地 域 、以前 の耐 震基 準の木 造住 宅が密 集し てい

る地 域で 狭隘道 路が 多 いとこ ろ、 火災 等の延 焼も あった りし て大

変被 害を 拡大し たと い うこと があ った と思う んで すけれ ども 、こ



れは 、防 災・減 災の 担 当とい うの は今 日は総 務部 長にな るん です

かね。どう思われますか、狭隘道路の解消について。

○稲田議長 下関総務部長。

○下 関総 務部長 先 ほ ど都市 整備 部長 のほう から お答え しま した

とお り、 そうい った 災 害に比 較的 弱い 地域と いう のは、 議員 がお

っし ゃる ように 存在 を してお ると いう ところ でご ざいま すの で、

そこ につ いても しっ か りと状 況の 把握 をしな がら 進捗を 上げ てい

きたいというふうに考えております。

○稲田議長 岡田議員。

○岡 田議 員 そ うし ま すと、 これ は中 心市街 地活 性化に つい ての

質問 を後 ほどす るん で すけれ ども 、中 心市街 地活 性化に とっ ても

この 狭隘 道路の 解消 と いうの は私 は重 要じゃ ない かとい うふ うに

考え てる んです けれ ど も、先 ほど 岩﨑 議員の ほう も、あ と門 脇議

員の ほう も中心 市街 地 や商店 街に つい ての質 問を してお られ まし

たけ れど も、こ れは 経 済部長 とし ては どうで すか 、中心 市街 地活

性化 とい うこと に対 し て、狭 隘道 路の 解消、 これ やって いく べき

だというふうにお考えですか、いかがですか。

○稲田議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 中 心 市街地 活性 化に おいて 、議 員御指 摘の とお

り、 米子 市では 、区 画 整理が でき なか ったエ リア に関し ては 、狭

隘道 路が あるた め再 建 築が難 しい 場所 がある とい うこと で、 私も

地元 の方 に御相 談を 受 けまし て、 先ほ ど都市 整備 部長が 説明 しま

した 制度 につい て説 明 したこ とも ござ います 。で すんで 、中 心市

街地 活性 化にお いて 、 狭隘道 路が 解消 されれ ば新 しい建 物や 商店

が建てられるということで、寄与するものだと考えてます。



○稲田議長 岡田議員。

○岡 田議 員 そ れか ら 、今日 は立 地適 正化に 対す る質問 もあ った

んで すけ れども 、総 合 政策部 から 見て いかが です か。立 地適 正化

計画 、特 に中心 市街 地 に狭隘 道路 って いうの はあ る程度 ある んで

すけ れど も、居 住誘 導 区域と いう こと になっ てる んだろ うと 思う

んで すけ れども 、今 の 現状で 居住 誘導 がしや すい 状況に ある のか

ない のか 、この 問題 を どうい った 形で 解消し よう という ふう に考

えて おら れるの か、 総 合政策 部の お考 えをお 聞き したい と思 いま

す。

○稲田議長 八幡総合政策部長。

○八 幡総 合政策 部長 答えと いた しま しては 、先 ほど両 部長 が答

えを させ ていた だい た とおり でご ざい ます。 中心 市街地 の活 性化

の面 から も、今 日、 岩 﨑議員 の質 問に もお答 えし ました が、 様々

な制 度が あるわ けで す が、そ の制 度の 活用を セッ トでや はり 道路

の問 題と いうの も考 え ていか なけ れば ならな いと いうふ うに 思っ

ているところでございます。

○稲田議長 岡田議員。

○岡 田議 員 そ うし ま すと、 この 狭隘 道路解 消事 業とい うの は都

市整 備部 だけで 考え て 解消で きる もの ではな いと いうの は明 らか

だろ うと いうふ うに 思 うんで すけ ども 、以前 から 部局横 断的 な問

題に 関し ては全 庁的 に 問題を 共有 して 副市長 のほ うで解 決策 を探

して いく という こと な んです けれ ども 、この 狭隘 道路解 消事 業に

つい て全 庁的に どの よ うな議 論が され てるの かお 伺いし たい と思

います。

○稲田議長 八幡総合政策部長。



○八 幡総 合政策 部長 道路に つい て全 庁的な 話と いたし まし ては、

一応 そう いうも のを 設 けてお 話を させ ていた だい てるケ ース があ

りま す。 ただ、 狭隘 道 路に限 った 全庁 的な仕 組み という のは まだ

ござ いま せん。 現在 あ るのは 、例 えば 空き家 です とか、 そう いう

部分 につ いては 全庁 的 な検討 はさ せて いただ いて るんで すけ ど、

狭隘 道路 につい ては ま だそう いう 仕組 みがご ざい ません ので 、今

後そ の必 要性に つい て 改めて 検討 させ ていた だき たいと いう ふう

に考えております。

○稲田議長 岡田議員。

○岡 田議 員 こ の狭 隘 道路解 消と いう こと、 当初 は防災 ・減 災と

いう 側面 が強か った と いうふ うに 私も 思って るん ですけ れど も、

先ほ どお っしゃ った 空 き家の 問題 で、 午前中 の質 問の中 でも 、啓

成校 区、 空き家 率が 高 いとい う数 値を 出して おら れまし たけ れど

も、 御存 じのよ うに 、 地域、 地域 によ って啓 成校 区の中 でも かな

り狭 隘道 路がた くさ ん あって 木造 住宅 が密集 して る、こ れは 空き

家対 策を 例えば やっ て いく上 でも 、狭 隘道路 の解 消とい うこ とに

全く 関わ ること なく 空 き家対 策が でき ない地 域と いうの があ ると

思う んで すけど も、 そ ういう 御認 識を 全庁的 に話 をして ない 、先

ほど 部長 は狭隘 道路 に 限った こと はや ってな いと いうこ とだ った

んで すけ ども、 例え ば 空き家 対策 につ いての 問題 だとか 中心 市街

地活 性化 につい ての 問 題とい うこ とを 議論し てい く中で 、狭 隘道

路の 解消 という こと が 共通項 とし てこ れやっ てい かない とい けな

いん じゃ ないか とい う 議論に なっ てい くよう な気 はする んで すけ

ども 、こ れは部 長じ ゃ なくて 副市 長が 答える べき だと思 いま すよ。

いかがですか。



○稲田議長 伊澤副市長。

○伊 澤副 市長 先ほ ど 八幡部 長の ほう からも お答 えしま した 様々

な課 題に ついて 、全 庁 的に部 局横 断で 議論し てお ります 。具 体的

にこ の路 線とい う形 で 議論を して いな いとい うこ とであ りま して、

まさ に中 心市街 地を 中 心に道 路、 それ から先 ほど おっし ゃっ たよ

うな 防災 、もっ と言 え ば防犯 とい った ような 観点 で建物 の老 朽化

も併 せて みると 、非 常 に課題 があ ると いうん でし ょうか 、問 題が

ある エリ アがあ ると い うこと は、 これ はテー マと して話 をし てお

りま す。 ただ、 具体 的 に、じ ゃあ 、ど ういう 道路 計画を 考え るの

かと か、 どの路 線か ら 手をつ ける のか という とこ ろまで の議 論に

至っ てい ないと いう の は、先 ほど 部長 のほう から お答え した とお

りであります。

い ずれ にして も、 エ リアご とに どう いうふ うな まちづ くり を進

める のか という こと を 、特に 道路 の整 備とい うこ とにな りま すと

単発 でと いうこ とに も 多分な らな いと 思いま すの で、考 えて いく

必要 があ る、非 常に 重 要かつ 正直 申し 上げて 難し い問題 であ りま

すけ ども 、避け ては 通 れない 問題 だろ うとい うふ うに考 えて ます。

以上です。

○稲田議長 岡田議員。

○岡 田議 員 以 前こ の 議場で も、 市長 も、や って はいき たい んだ

けれ ども 、大変 ハー ド ルの高 い事 業だ という こと を申し てお られ

まし たけ ども、 私も 確 かにハ ード ルが 非常に 高い という こと は認

識は する んです けれ ど も、こ れか ら米 子のま ちを さらに 発展 をさ

せて いく ために は、 こ の狭隘 道路 の解 消事業 、先 ほど申 し上 げま

した 中心 市街地 活性 化 である とか 空き 家対策 の問 題であ ると か、



あと は商 店街の 活性 化 という よう なこ とも含 めま して、 ここ をど

こか で大 きくか じを 切 ってい く必 要性 ってい うの がある と思 いま

すん で、 少なく とも 、 いろん な部 署に またが る問 題であ りま すの

で、 やは り全庁 的に 話 し合っ てい ただ くとい うこ とをま ずや って

いた だく ように 要望 し たいと 思い ます けれど も、 いかが でし ょう

か。

○稲田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 議 員か ら 要望い ただ きま したの で、 それに つき まし

ては適切に取扱いをさせていただきたいと思います。

今 いろ いろ答 弁の 内 容も含 めて やり 取りを 聞い ており まし たと

ころ です けども 、狭 隘 道路の 解消 とい う、そ のも の一つ のテ ーマ

でや るに は壮大 なこ れ は話に なる なと いうこ とが 容易に 想像 つき

ます 。こ れは私 も市 長 という 立場 上、 仕事柄 とい いまし ょう か、

様々 な狭 隘道路 を歩 い てまい りま した ので、 もう 本当に あち こち

に狭 隘道 路のあ る地 区 ってい うの はあ ります 。特 に例え ば、 ある

地区 にお ける本 村と 呼 ばれる よう な場 所、江 戸時 代から 続く よう

な回 廊と いいま しょ う か、大 八車 が擦 れ違う 程度 の道し かな いよ

うな 、そ れが今 でも 残 ってる よう なエ リアと かっ ていう のは 本当

に狭 い道 路がた くさ ん 残って る。 これ は、も う米 子市内 あち らこ

ちら にあ るわけ でご ざ います ので 、一 概に狭 隘道 路の解 消だ とい

うこ とで 進めて いく に は相当 なハ ード ルがあ るだ ろうな とい うふ

うに思います。

た だ、 一方で 、何 か テーマ を決 めて 、例え ば、 先ほど 若林 経済

部長 が言 いまし たけ れ ども、 中心 市街 地の活 性化 だとい うよ うな

テー マが 仮にあ った と して、 その ため の狭隘 道路 の解消 だと いう



こと であ れば、 ある 程 度エリ アを 区切 って、 ここ はやろ うと か、

何年 度ま でにこ こま で はやろ うと か、 そうい うよ うなテ ーマ がで

きる と思 います し、 そ れから やは り火 災とか 防災 の観点 から も、

全国 的に も地震 があ っ たとこ ろだ けで なくて 、数 年前、 新潟 県の

どこ かの まちで もや っ ぱり密 集地 で火 災が起 きま した。 例え ば料

理屋 さん とか火 を恒 常 的に扱 うよ うな お店の ある ような 場所 の狭

隘道 路、 これは 住宅 の 密集街 とセ ット なんで すけ れども 、そ うい

った とこ ろにお いて 特 に防災 上必 要だ と思わ れる 場所と か、 その

やっ ぱり テーマ を決 め て、そ して 地域 、地区 もあ る程度 絞り なが

ら、 徐々 にとい いま し ょうか 、そ うい う進め 方と いうの は、 これ

は逆 に言 うとあ りだ ろ うなと いう ふう に思い ます ので、 じゃ あ、

どう いう テーマ を設 定 しなが らこ の狭 隘道路 の解 消とい うも のに

進め られ るのか 、ま た 住民の 合意 の面 でも必 要に なって きま すの

で、 その 辺りが いた だ けるの かな どな ど、研 究を してい きた いと

いうふうに思います。以上でございます。

○稲田議長 岡田議員。

○岡 田議 員 ぜ ひ、 市 長が言 われ たよ うに、 全部 を一気 にと いう

わけ には 当然い きま せ んので 、あ る程 度テー マを 絞って とい うこ

とに なる んだろ うと 思 うんで すけ れど も、こ れは やっぱ り手 をつ

けな くて いい当 然問 題 ではな いと いう ふうに 思っ ており ます んで、

先ほ ど言 われた 中心 市 街地活 性化 とい うよう な切 り口で も結 構だ

と思 いま すし、 防災 ・ 減災で も、 同じ 狭隘道 路で あって も、 例え

ば弓 浜の ほうな んか も ありま すけ れど も、塀 と塀 の間が 道が すご

く狭 い。 ただ、 家屋 そ のもの は庭 が広 いんで 、家 そのも のは くっ

つい てな い。こ れ中 心 市街地 にな りま すと、 狭隘 道路の 上に 家そ



のも のが くっつ いて る という よう な地 域もあ って 、こう いっ たと

ころ はや っぱり 火災 に はかな り弱 いん だろう なと いう感 じは して

おり ます 。です ので 、 当局で テー マを 絞って いた だいて 、ぜ ひと

もこ の狭 隘道路 の解 消 という こと に一 歩でも 二歩 でも踏 み込 んで

いた だい て進め てい た だくよ うに 要望 してお きた いとい うふ うに

思います。

続 きま して、 働き 方 改革に つい てで すけれ ども 、これ は、 我が

国は 少子 高齢化 に伴 う 生産年 齢人 口の 減少、 育児 や介護 との 両立

など 、働 く方の ニー ズ の多様 化な どの 状況に 直面 してい ます 。こ

うし た中 、投資 やイ ノ ベーシ ョン によ る生産 性向 上とと もに 、就

業機 会の 拡大や 意欲 、 能力を 存分 に発 揮でき る環 境をつ くる こと

が重 要な 課題に なっ て います 。働 き方 改革は 、こ の課題 の解 決の

ため 、働 く方の 置か れ た個々 の事 情に 応じ多 様な 働き方 を選 択で

きる 社会 を実現 し、 働 く方一 人一 人が よりよ い将 来の展 望を 持て

るよ うに するこ とを 目 指して いま すと いうふ うに 厚生労 働省 のほ

うに書いてあったんですけれども、ホームページですかね。

そ れで 、働き 方改 革 につい てお 伺い してい きた いと思 いま すけ

れど も、 働き方 改革 の 目的と いう のは 、最終 的に は、職 員が その

働き 方の 改革を 通じ て 働きや すい 状況 になっ たそ の先に 、よ り質

の高 い行 政サー ビス を 市民に 提供 する ことが でき るとい うこ とだ

とい うふ うに僕 は思 っ てるん です けれ ども、 その 取組成 果に つい

てお伺いをしたいと思います。

○稲田議長 下関総務部長。

○下 関総 務部長 働 き 方改革 の成 果と いうこ とで ござい ます けれ

ども 、住 民の福 祉の 増 進を図 るこ と、 これが 私た ち公務 員の 本分



と目 的で ござい ます 。 職員が 働き やす い職場 環境 を整え るこ とで、

職員 一人 一人が 力を 発 揮いた しま して 、組織 のパ フォー マン スが

上が り、 成果と して 質 の高い 行政 サー ビスの 提供 につな げる よう

努め てい るとこ ろで ご ざいま す。 窓口 対応で 市民 の方か ら最 近お

褒め の言 葉をい ただ く ことで すと か、 先般あ りま した給 付金 です

とか コロ ナ対応 など の 国から の事 業に 対して も、 オール 米子 市と

いう 形で 協力し 合い な がらや り遂 げた こと、 職員 の能力 が発 揮し

やす い環 境がこ れら の ことか らつ くら れつつ ある なとい うふ うに

感じ てい るとこ ろで ご ざいま す。 引き 続きし っか りと市 民サ ービ

スの向上に向けて取り組みたいというふうに考えております。

○稲田議長 岡田議員。

○岡 田議 員 そ うし ま すと、 質の 高い 行政サ ービ ス提供 に向 けて、

職員 が公 務の仕 事の 意 義を認 識し て公 務への やり がいを 感じ られ

る職 場環 境が必 要と 考 えてお りま すが 、見解 を伺 いたい と思 いま

す。

○稲田議長 下関総務部長。

○下 関総 務部長 や り がいが 感じ られ る職場 環境 が必要 だと いう

お話 でご ざいま すけ れ ども、 住民 福祉 の増進 を図 るとい う公 務の

目的 を職 員とし て当 然 認識し てい かな ければ なら ないも ので ござ

いま すが 、職員 研修 の ほか、 日常 の業 務にお ける 上司か らの 指導

です とか 人事評 価の 際 の面談 など を通 じまし て、 公務の 目的 や重

要性 につ いて改 めて 認 識する よう な機 会を増 やし 、公務 への やり

がい を感 じられ 、モ チ ベーシ ョン の保 持につ なが るよう な職 場環

境にしなければならないというふうに考えております。

○稲田議長 岡田議員。



○岡 田議 員 そ うし ま すと、 市職 員の 中に、 例え ばやる 気の 出な

い職 員さ ん、あ んま り 力を発 揮で きて いない 職員 さんが 中に はお

られ るん だろう とい う ふうに 思う んで すけれ ど、 働き方 改革 とい

うこ とを やって いく 大 前提と して 、要 はやる 気が 出てな い職 員に

やる 気を 出さす とか 、 そうい った こと をどの よう に対応 して るの

か伺いたいと思います。

○稲田議長 下関総務部長。

○下 関総 務部長 十 分 能力が 発揮 でき ていな い、 モチベ ーシ ョン

が上 がっ ていな い職 員 への対 応と いう ことで ござ います けれ ども、

日々 の業 務指導 の中 で 随時上 司か ら指 導を行 って いると ころ でご

ざい ます が、場 合に よ っては 、本 人に 対して 、健 康状態 や家 庭状

況な ど業 務以外 の理 由 で能力 が発 揮で きてい ない 状況が ない か、

聞き取りを行いながら指導を行っているところでございます。

ま た、 人事評 価の 面 談など を通 じて 、担っ てい る業務 や役 職に

求め られ る役割 につ い て、上 司が 本人 に対し て気 づきを 与え 、職

員の 能力 を引き 出せ る よう職 場で の人 事育成 に努 めてい ると ころ

でございます。

○稲田議長 岡田議員。

○岡 田議 員 あ と、 行 政サー ビス の向 上のた めに 、職員 の業 績に

応じ て人 事を行 い、 人 事評価 結果 を職 員の給 与に 反映さ せる など、

働き 方改 革をす る大 前 提とし て、 そう いうや る気 のある 人に はや

る気 を出 してい ただ く という こと に当 然なる んだ ろうと 思う んで

すけ ど、 やる気 のあ る 職員の 力を さら に引き 出す ような 仕組 みと

いう のが 必要だ とい う ふうに 考え るん ですけ れど も、い かが お考

えでしょうか。



○稲田議長 下関総務部長。

○下 関総 務部長 や る 気のあ る職 員の さらに 能力 を引き 出す 仕組

みと いう ことで ござ い ますけ れど も、 人事に つき まして は、 人事

評価 や本 人の資 質、 経 験年数 など を総 合的に 判断 して行 って おり

まし て、 それぞ れの 職 責が担 える よう な適切 な人 事に努 めて いる

ところでございます。

ま た、 処遇に つき ま しては 、業 績や 能力な どを 含めた 人事 評価

の結 果を 給与に 反映 す ること で職 員の モチベ ーシ ョンア ップ につ

なげ たい という ふう に 考えて おり ます 。引き 続き 、職員 個人 のパ

フォ ーマ ンスと 組織 力 の向上 に向 けて 取り組 んで いきた いと 考え

ております。

○稲田議長 岡田議員。

○岡 田議 員 こ の働 き 方改革 につ いて 、これ で長 時間労 働の 是正

であ ると か多様 で柔 軟 な働き 方の 実現 、それ から 雇用形 態に 関わ

らな い公 正な待 遇の 確 保とい うこ とで 、同一 労働 同一賃 金と いう

こと なん だろう と思 う んです けど 、こ れ何と なく 長時間 労働 をと

にか くし なくて 、ワ ー ク・ラ イフ ・バ ランス とか ってい うよ うな

こと も踏 まえて 働き 方 改革と いう と、 あんま り働 かない ほう がい

いの かと いうよ うな 雰 囲気も ある んで すけど 、た だ、当 然で すけ

ど、 多様 で柔軟 な働 き 方の実 現と いう ことで 、例 えば子 育て をし

てお られ る方が 子ど も さんが 病気 にな ったと きに 、すぐ 休み が取

れた りと かいう よう な ことは 当然 やっ ていか ない といけ ない と思

いま すし 、介護 の関 係 で急遽 休み を取 らなく ては いけな くな った

とき に、 やっぱ り休 み が取り やす いと いうよ うな 職場環 境、 これ

をつくっていくべきだろうと思います。



た だ、 私の周 りに も いるん です けど 、がん がん 働きた いと いう

人が いる んです よね 。 要は長 時間 であ ろうと 何で あろう と、 法律

的に ある 程度労 働時 間 ってい うの は制 約があ るん ですけ ど、 要は

がん がん 働きた いと い う人が いた とき に、当 然多 様な働 き方 の実

現と いう ことで すか ら 、そう いう 人に 対して も対 応して いく んだ

ろう と思 うんで すけ ど 、その どん どん どんど んも っと働 きた いと

いう 人、 そうい う人 に 対する 対応 って いうの はど ういう 、そ のま

ま頑 張れ という よう な ことぐ らい なん ですか ね。 いかが でし ょう

か。

○稲田議長 下関総務部長。

○下 関総 務部長 さ ら に頑張 りた いと いう職 員に 対して でご ざい

ます けど 、市役 所の 仕 事とい いま すの は非常 に広 範囲の 部分 でご

ざい ます 。もち ろん そ の場で その 職員 がもっ とや りたい 、こ んな

こと にも チャレ ンジ し てみた いと いう ような こと は、当 然そ の個

人が しっ かりと 考え て いる部 分だ ろう とは思 いま すけど 、ま たそ

れが その 場の職 務と 必 ずしも 一致 して ない、 そう いう場 合は 当然

あろ うか と思い ます 。 地味で すけ れど も、し っか りと役 割を 果た

すよ うな 職場も あれ ば 、外に 向け てあ る程度 成果 をしっ かり と出

して いく という よう な 様々な 職場 がご ざいま すん で、職 員個 人の

そう いっ た思い とい う ものも 内申 とい うよう な形 で聞き 取り をし

たり もし ており ます の で、そ うい った ところ で把 握をし なが ら、

ふさ わし い職、 適材 適 所とい うよ うな ことに なろ うかと は思 いま

すけ れど も、そ うい っ た形で それ を反 映させ てい くとい うこ とも

場合によってはあるのではないかというふうに考えております。

○稲田議長 岡田議員。



○岡 田議 員 要 は、 こ の働き 方改 革と いうこ とで 、様々 な、 テレ

ワー クな んかも そう い ったも のの 流れ の一環 なん だろう とい うふ

うに 思う んです けれ ど も、ど うし ても 先ほど 申し 上げた よう に、

例え ば子 どもさ んが 急 に病気 にな って 帰らな いと いけな い、 でも

現場 にお ける仕 事量 が 減るわ けじ ゃな くて、 仕事 をこさ ない とい

けな い仕 事量が 減ら な い中で そう いう 状況に なっ ていっ たと きに

は、 当然 ですけ れど 、 組織の 中で 、例 えばそ れが 係なの か、 課な

のか 、そ の中で やは り きちっ と対 応し ていか ない と、こ の働 き方

改革 とい うこと がで き ないん だろ うと いうふ うに 思うん です よね。

で すん で、個 々の 働 き方改 革と いう ことだ けじ ゃなく て、 組織

とし て、 この働 き方 改 革をや って いく ために 、例 えば課 なり 室な

り係 なり として 、要 は 仕事っ て個 人戦 じゃな くて やっぱ り団 体戦

です から 、その 団体 と しての 、か なり 働き方 改革 をみん なで やっ

てい くた めに注 意し て る点が もし ある んであ れば 、ある んで しょ

うけども、教えていただければと思います。

○稲田議長 下関総務部長。

○下 関総 務部長 組 織 として しっ かり とパフ ォー マンス を上 げて

いく 、こ れは議 員さ ん がおっ しゃ られ るとお りだ という ふう に考

えて おり ます。 ただ 、 それの 土台 とな るのは 、個 々人の それ ぞれ

の能 力で あった りと い うもの がベ ース になる もの だと思 って おり

ます ので 、基本 的に は 、個人 のそ れぞ れの職 務能 力です とか 、そ

うい った ものを しっ か りと底 上げ して いく、 こう いった 形で もっ

て最 終的 には組 織と し てのパ フォ ーマ ンスも 上げ ていく 、こ うい

ったことが必要なんではないかというふうに考えております。

○稲田議長 岡田議員。



○岡 田議 員 ぜ ひい ろ んな形 で、 ＤＸ の推進 なん かもこ うい った

働き 方改 革を後 押し す ること にな って いくん だろ うと思 うん です

けれ ど、 そうは 言っ て も個々 人に よっ て解決 でき る問題 もあ れば、

組織 的に きちっ と対 応 しなけ れば でき ない、 先ほ ど言っ た雇 用形

態に 関わ らない 公正 な 待遇の 確保 なん ていう のは 同一労 働同 一賃

金の 問題 ですか ら、 こ れはも う個 々人 の問題 じゃ なくて 、組 織と

して どう いうふ うに 対 応して いく かと いうこ とに なって いく んだ

ろう と思 います んで 、 テレワ ーク なん かの導 入も コロナ とい うこ

とを 通じ て導入 もさ れ 、かな り浸 透も してき たと 思いま すん で、

様々 な知 見を使 いな が ら、そ れぞ れが 、ワー ク・ ライフ ・バ ラン

スな どと いう言 い方 も します けど も、 働きや すい 職場で より 高い

パフ ォー マンス を出 し て仕事 とし ての 充実感 を味 わうと いう こと

にぜひ頑張っていただきたいというふうに思います。

私 、以 前どこ かで も 言った んで すけ ど、要 は、 働き方 改革 だと

かワ ーク ・ライ フ・ バ ランス とい う言 い方を する んです けれ ど、

例え ばア フリカ の国 だ とか、 アジ アで もまだ 貧し い国っ てい うの

はこ うい うこと を言 え ないん です よね 。です から 、これ は先 人の

我々 のお じいさ んな り おばあ さん とか 、そう いっ た方々 の努 力に

よっ てこ ういう こと の 選択が でき るよ うにな った という こと だろ

うと 僕は 思って ます 。 アフリ カの 貧し い国の 中で 、こう いう こと

は多 分で きませ んよ 。 我々が でき るの は、戦 後の 苦労の 中、 要は

我々 のお じいさ ん、 お ばあさ んが 自己 犠牲の 中で 頑張っ てこ られ

た、 その 礎の上 に我 々 が今い ると いう こと、 この 感謝を やは り持

たな いと こうい った こ とはで きな いと 思って るん です。 それ は、

これ をや ること がぜ い たくだ とか 、こ ういう こと をしち ゃい けな



いと かっ ていう こと を 言って るわ けじ ゃない んで すよ。 そう じゃ

なく て、 そうい う先 人 の努力 があ って 、我々 が働 き方改 革だ とか

ワー ク・ ライフ ・バ ラ ンスが でき ると いうこ と、 それは やは りき

ちっ と認 識をす べき だ という こと を申 し上げ て、 次の質 問に 移り

たいと思います。

次 は、 米子市 中小 企 業振興 条例 につ いてお 伺い をした いと 思い

ます。

ま ずは 、条例 制定 後 の市の 具体 的な 取組状 況に ついて お伺 いを

したいと思います。

○稲田議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 具 体 的な取 組状 況に ついて のお 尋ねで ござ いま

す。 条例 に基づ きま す 重要課 題に 係る 主な取 組と いたし まし ては、

企業 の生 産性向 上に つ ながる 取組 を支 援する ため 、省人 化に よる

小規 模事 業者等 チャ レ ンジア ップ 事業 を実施 し、 企業の 省人 化や

省力 化に 向けた 機器 や ソフト ウエ アな どの導 入を 支援し たと ころ

でご ざい ます。 また 、 地産外 商の 推進 に係る 取組 として 、地 産外

商地 域産 品開発 等事 業 により 地域 産品 の新た な開 発、改 良な ど競

争力 を高 める取 組を 支 援した ほか 、ふ るさと 納税 におい ては 、新

たな 返礼 品の造 成に 取 り組み 、昨 年度 に続き まし て寄附 額の 増額

につ なげ ること がで き ました 。引 き続 き中小 企業 者など の状 況把

握に 努め まして 、必 要 な施策 を総 合的 かつ計 画的 に講じ てい きた

いと考えております。

○稲田議長 岡田議員。

○岡 田議 員 そ うし ま すと、 市の 事業 者支援 の取 組につ いて お伺

いを しま したけ れど も 、次に 、市 が調 達する 工事 や物品 、役 務な



どを 市内 業者に 発注 す ること も条 例の 目的に 沿っ た支援 と考 えら

れま すが 、現在 の調 達 におけ る取 組に ついて も併 せてお 伺い いた

したいと思います。

○稲田議長 下関総務部長。

○下 関総 務部長 公 共 調達に おけ る取 組につ いて でござ いま すけ

れど も、 本市の 公共 調 達につ きま して は、中 小企 業振興 条例 第５

条第 ３項 に基づ きま し て、地 元事 業者 に優先 的に 発注を して いる

ところでございます。

○稲田議長 岡田議員。

○岡 田議 員 そ うし ま すと、 条例 制定 後の市 が実 施した 事業 の成

果についてお伺いをしたいと思います。

○稲田議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 制 定 後の成 果に つい てでご ざい ます。 本条 例が

制定 され た令和 ２年 ３ 月以降 は、 新型 コロナ ウイ ルスの 感染 拡大

によ り厳 しい状 況で あ りまし たが 、そ のよう な厳 しい状 況の 中で

も、 市と しては 、経 営 の継続 支援 や消 費喚起 など 新型コ ロナ ウイ

ルス 対策 に重点 を置 き つつも 、例 えば 住んで 楽し いまち づく りフ

ァン ドを 設立し 、中 心 市街地 や皆 生温 泉エリ アに 新たな にぎ わい

の拠 点と なる店 舗の 出 店を支 援す るな ど、未 来に つなが る新 たな

事業 を実 施して きた と ころで ござ いま す。条 例制 定によ り商 工団

体や 金融 機関な どと の 関係機 関と の役 割が具 体的 に明記 され まし

て、 施策 を検討 、実 施 する際 に、 それ らの関 係機 関とよ り円 滑な

連携 を図 ること がで き たと考 えて おり 、引き 続き 中小企 業者 など

の状 況把 握に努 めな が ら、中 小企 業者 などの 振興 につな がる 取組

を推進していきたいと考えております。



○稲田議長 岡田議員。

○岡 田議 員 次 に、 公 共調達 にお いて 、市内 に本 店があ る事 業者

の受注状況についてお伺いをしたいと思います。

○稲田議長 下関総務部長。

○下 関総 務部長 市 内 本店事 業者 の受 注状況 とい うこと でご ざい

ます けれ ども、 令和 ４ 年度の 受注 実績 におき まし て、市 内に 本店

があ る事 業者に 入札 に より受 注し てい ただい た割 合は、 件数 ベー

スで 工事 につい ては 約 ９２％ 、物 品に ついて は約 ５４％ 、役 務に

つい ては 約６３ ％が 市 内に本 店の ある 事業者 に発 注をさ せて いた

だいております。

ま た、 受注金 額ベ ー スでは 、工 事に ついて は約 ９４％ 、物 品に

つい ては 約８４ ％、 役 務につ いて は約 ６１％ の金 額を発 注さ せて

いただいているところでございます。

○稲田議長 岡田議員。

○岡 田議 員 一 定の 取 組をし てい ただ いてい るな という ふう に思

って おり ます。 米子 市 中小企 業振 興条 例、第 １条 、目的 のと ころ

にも 、「 この条 例は 、 中小企 業者 ・小 規模企 業者 が本市 経済 にお

いて 果た す役割 の重 要 性に鑑 み、 中小 企業者 ・小 規模企 業者 の振

興に 関す る取組 の基 本 となる 事項 につ いて定 め、 もって 本市 経済

の活 性化 及び市 民生 活 の向上 に寄 与す ること を目 的とす る」 とあ

りま すん で、ぜ ひ、 米 子ファ ース ト、 私、別 に宗 旨替え をし たわ

けじ ゃな いです けど 、 都民フ ァー スト じゃな くて 米子フ ァー スト

で、 決し て米子 オン リ ーでは ない んで すよ、 米子 オンリ ーで はな

くて 、米 子ファ ース ト という こと で地 元の企 業の 皆さん を振 興し

てい くと いうこ とを や っぱり 行政 のほ うが意 識し てやら ない と、



特に 経済 って、 以前 も お話し させ ても らった と思 うんで すけ ど、

スケ ール メリッ トっ て 大きく て、 やは り大き なも のが小 さな もの

を駆 逐し ていく とい う のはい ろん な業 界で見 られ ること なん だろ

うと 思う んです ね。 で すんで 、普 通に 競争し ます と、や っぱ り大

きな とこ ろが小 さな と ころに 勝つ とい うのが 経済 の中で は大 きな

流れなんだろうというふうに思うんですね。

そ れで 、かと いっ て 、地元 の事 業者 の方を 過保 護にと いう か、

必要 以上 に守っ てい か なけれ ばな らな いとい うふ うにま では 思っ

てな いん ですけ ど、 そ の辺り 、我 々米 子市で すか ら、米 子市 の当

然米 子市 民の皆 さん の ために 、そ して 米子の 会社 のため にと いう

こと を改 めてや っぱ り きちっ と考 えて いきま せん と、例 えば 競争

入札 にお いても 、そ う いう大 手だ ろう と地元 の会 社も関 係な くて

とに かく 競争で やっ て くださ いと なっ ていっ たと きに、 そり ゃ中

には 全然 勝てな いも の ってい うの もあ るんだ ろう と思う んで す。

地元 の事 業者も それ で よしと はし てな くて、 例え ば大企 業の ノウ

ハウ だと か、そ うい う ものを 個々 にや っぱり 学ぼ うとし てお られ

る企 業さ んたく さん あ ります んで 、こ の中小 企業 振興条 例と いう

条例 も制 定もし てお り ますん で、 地元 の企業 をき ちっと 守っ て振

興を 促し ていく とい う ことを ぜひ やっ ていた だく ように 、今 の時

点で もや ってお られ る んです けれ ども 、やっ てい ただく よう に考

えて いた だきた いと い うふう に思 って この質 問を させて いた だき

まし た。 伊木市 長の と きに制 定し たわ けです けど も、伊 木市 長も

大き くこ れに関 わっ て いただ いた とい うふう に思 ってる んで すけ

ども 、伊 木市長 のほ う からこ れに 対す る見解 があ ればお 伺い をし

たいというふうに思います。



○稲田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 こ の中 小 企業振 興条 例、 地元の 経済 団体か らも 要望

いた だき まして 、我 々 として 作成 に動 いたと いう ところ が経 過と

して ござ います 。つ く りまし て、 るる 御質問 いた だいた んで すけ

ども 、あ る意味 、一 番 聞いて るの は、 地元の 中小 企業者 等を やは

りし っか りと育 って い ただく ため に優 先調達 を考 えたり とか 、入

札案 件に つきま して も 、いた ずら に地 元ばか りを 優遇す るわ けじ

ゃ決 して ありま せん け れども 、一 定の 条件を つけ ながら 適切 な競

争条 件が 整って る状 況 の中で 、地 元の 業者に 一定 のアド バン テー

ジを 与え るよう な、 ポ イント 的な もの を与え るよ うなや り方 をし

ております。

そ のこ とによ りま し て、や はり 岡田 議員が 指摘 されま した とお

り、 県外 資本の 非常 に 大手の 大き なと ころか ら地 元の中 小企 業の

資本 を守 ってい くと い う効果 は一 定程 度ある んだ ろうな とい うふ

うに 思っ ており ます 。 ただ、 それ で終 わるの では なくて 、や はり

さら にこ の条例 を生 か してい くた めに は、そ して 何とか 基盤 をつ

くっ た企 業がさ らな る 上の高 みに 上が ってい ただ きたい とい うふ

うに 思っ ており まし て 、例え ば地 産外 商によ りま して県 外の マー

ケッ トに も入っ てい け るよう な、 そう いった 力を つけて いた だき

たい と思 って様 々な 施 策を重 ねて いる ところ でご ざいま す。 まだ

その 辺り 道半ば では ご ざいま すけ れど も、こ の条 例の理 念に 従い

まし て地 元の中 小企 業 が振興 する よう にこれ から も努力 をし てい

きたいと思います。

○稲田議長 岡田議員。

○岡 田議 員 ぜ ひと も 、言わ れた よう に、過 度に 地元の 企業 だけ



とい うこ とはで きな い わけで すけ れど も、一 定限 度の配 慮と いう

のを しな いと、 市場 主 義原理 に任 せれ ば、や はり 駆逐さ れて いく

とこ ろと いうの は小 さ な企業 とい うの は多い んだ ろうと いう ふう

に思 うん ですね 。で す ので、 そう いっ たとこ ろ、 何とか 地元 の企

業さ んに 頑張っ ても ら って、 もっ と言 うと大 企業 と戦っ ても 勝て

るよ うな 、そう いう 企 業にな って いた だける よう に本市 とし ても

取り組んでいただくように要望をしておきたいと思います。

最 後に 、先ほ ども 狭 隘道路 解消 事業 の段で 触れ ました けれ ども、

中心市街地活性化についてお伺いをしたいと思います。

代 表質 問にお いて も 、中心 市街 地活 性化に つい て市が 今後 予定

して いる 主な事 業を 伺 ったん です が、 令和３ 年３ 月に中 心市 街地

活性 化基 本計画 の計 画 期間が 終了 した んです けれ ども、 改め て中

心市 街地 活性化 基本 計 画をや って みて 、どの よう に総括 を行 った

のかをお伺いしたいと思います。

○稲田議長 八幡総合政策部長。

○八 幡総 合政策 部長 中心市 街地 活性 化基本 計画 の総括 、３ 年前

の総 括で ござい ます け ども、 それ につ きまし ては 、これ まで の取

組に より まして 、中 心 市街地 のに ぎわ いの兆 しは 見られ るも のの、

市と して の投資 が継 続 しなか った こと や、各 事業 と来街 者を 誘導

する 施策 、具体 的に 言 えば交 通施 策等 でござ いま すが、 一体 化で

きて いな かった こと な どの理 由に より 、中心 市街 地の再 活性 化は

十分 なも のとは 言え ず 、より 一層 の活 性化及 び全 市的な 波及 効果

が必要であると、要は不十分であったという総括でございます。

そ の総 括の上 で、 今 後は、 これ ３年 前の総 括で ござい ます から、

米 子 駅 南 北 自 由 通 路 等 整 備 事 業 で す と か 米 子 城 跡 整 備 事 業 、 中



海・ 錦海 かわま ちづ く り計画 など に取 り組む とと もに、 米子 駅周

辺を はじ めとす る中 心 市街地 を、 最近 よく申 し上 げてお りま す車

中心 から 歩行者 中心 の 魅力あ る場 へと 再生し 、多 くの市 民や 来街

者が 集い 、交流 し、 住 まい、 回遊 する 都市と して の顔と して 再構

築を 図っ ていく と、 そ ういう ふう に総 括をし てい たとこ ろで ござ

います。

○稲田議長 岡田議員。

○岡 田議 員 総 括を し ていた だい て、 ただ、 ここ にある よう に、

米子 駅、 がいな ロー ド も整備 がで きま した。 それ から米 子城 跡整

備事 業も かなり の進 捗 で進ん でま す。 このが いな ロード の整 備に

つい てい うと、 大変 身 近な話 であ れな んです けど 、私の 友人 も、

駅が 新し くなっ たと い うこと で、 駅前 のほう で店 をやり たい とい

うこ とで 今、改 装工 事 をやっ てま す。 そうい った 話を、 直接 聞き

まし たん でやる んで す けれど も、 間接 的にで もち らほら 聞き ます。

あ と、 端的に 大き い なと思 った のは 、駅前 の今 のマン ショ ンの

建設 です ね。こ れは 聞 くとこ ろに よる と、米 子の 駅が新 しく なる

とい うこ とで、 あそ こ 、もと もと 旧郵 政省で すか 、入札 があ って

マン ショ ン業者 の方 が 買われ たん です けど、 やっ ぱり米 子駅 が新

しく なれ ば、が いな ロ ードが でき ると いうの が大 きな理 由の 一つ

だっ たと いうふ うに 聞 いてま すん で、 これは 、当 然です けれ ど、

効果 だっ たんだ ろう と いうふ うに 思っ てます 。た だ、そ うは 言っ

ても 、先 ほどお っし ゃ ったよ うに 、そ の兆し は見 られる もの の、

自立 的に 民間の 投資 が どんど ん起 こっ てると いう 状況に まで はま

だ至ってないというのが現状だろうというふうに思います。

そ れで 、あと 現在 の 取組を 生か して さらな るに ぎわい につ なげ



るた めに は、立 地適 正 化計画 に掲 げる コンパ クト なまち づく りを

推進 する ために も、 先 ほどか ら申 し上 げてま すよ うに、 狭隘 道路

の解 消に より新 たな 宅 地開発 を促 した り、マ ンシ ョンが 建設 され

る再 開発 を呼び 込む よ うな施 策、 狭隘 道路の 解消 という こと もそ

うな んだ と思う んで す けども 、必 要だ と考え てる んです けど も、

本市の見解を伺いたいと思います。

○稲田議長 八幡総合政策部長。

○八 幡総 合政策 部長 申し上 げた いの は、ま だま だ始ま った ばっ

かり だと いうこ とで 、 もう本 当に 本番 はこれ から だとい うふ うに

思っ てお ります 。そ れ で、こ の再 開発 等を促 す施 策につ きま して

は、 現在 、歩い てた の しいま ちづ くり の取組 とい たしま して 、ウ

ォー カブ ル推進 事業 な どによ り、 まず 中心市 街地 の環境 の整 備を

して おる ところ でご ざ いまし て、 これ によっ て新 たな民 間投 資に

つながるというのを期待しているところでございます。

ま た、 新商都 米子 の まちづ くり にあ ります 優良 建築物 等の 整備

事業 につ いては 、こ れ はマン ショ ン建 設等の 支援 策の一 つで あり、

令和 ３年 ７月か ら募 集 を開始 して いる ところ でご ざいま すが 、ま

だ現 時点 ではち ょっ と 相談等 はご ざい ません 。様 々な再 開発 等に

つき まし ては、 民間 の 事業者 の皆 さん から具 体的 な相談 があ った

際に は、 やっぱ り中 心 市街地 の活 性化 を促進 する ために 個別 にい

ろい ろな 相談を 受け て いきた いと 思い ますし 、ま た例え ば皆 さん

方か ら、 こうい う施 策 をやっ たら どう かとい うよ うな御 提案 があ

りま した ら、そ れに つ いても 積極 的に 検討し てま いりた いと 、そ

ういうふうに考えております。

○稲田議長 岡田議員。



○岡 田議 員 そ れで 、 あと、 市は これ まで、 先ほ ど門脇 議員 のほ

うか らも 質問が あり ま したけ ども 、商 店街、 空き 店舗へ の出 店の

支援 とい うのを 行っ て きたん です けれ ども、 現在 までの 状況 をど

のように認識しているのか伺いたいと思います。

○稲田議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 商 店 街の空 き店 舗へ の出店 など への支 援策 の状

況に つい てのお 尋ね で ござい ます 。こ れまで に実 施して きた 商店

街の 空き 店舗へ の出 店 支援対 策に より まして 、商 店街の 空き 店舗

の減 少や にぎわ い創 出 に一定 の効 果が あった もの とは考 えて おり

ます が、 出店さ れた 店 舗の中 には 、出 店後、 数年 で閉店 され るケ

ース もあ ったと 認識 し ており ます 。現 在は、 よな ご住ん で楽 しい

まち づく りファ ンド に より空 き店 舗等 の利活 用に よる継 続性 のあ

る取 組を 官民連 携で 支 援しな がら 、商 店街エ リア の活性 化に 取り

組んでいるところでございます。

○稲田議長 岡田議員。

○岡 田議 員 あ と、 市 は様々 な商 店街 支援策 を行 ってき たわ けで

すけ ども 、そも そも 商 店街周 辺の 人口 が減少 して るとい う状 況下

では 、な かなか その 効 果とい うの が見 えづら かっ た。や はり 施策

とし ても いろん なこ と をやっ てる んで すけれ ども 、以前 、市 長も

この 議場 で言わ れた と 思うん です けど 、山陰 でも 一番長 いと 言わ

れた 商店 街、か つて の ように なる こと を求め てる わけじ ゃな いと。

私も 、昭 和の時 代に あ った昭 和の 時代 の商店 街の にぎわ いう を、

その まま この令 和の 時 代にも 求め ると いうこ とで はない と思 って

ます 。や はり商 店が 軒 を連ね てる とい うあの 町並 みは、 当然 ほか

の米 子の 地域の 中で は ない地 域で すの で、こ れは 当然生 かし てい



くべ きな んだろ うと 思 うんで すけ ど、 この商 店街 も令和 に見 合っ

た商 店街 の形態 とい う ものが やっ ぱり あるん だろ うとい うふ うに

思っ てま す。そ うい う 私は考 えを 持っ てるん です けれど も、 本市

とし ての 商店街 の活 性 策とい うも のの 今後の 方向 性につ いて 伺い

たいと思います。

○稲田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 今 後の 方 向性と いう とこ ろでお 話を いただ きま した。

さっ き午 前中、 岩﨑 議 員から 御質 問を いただ きま したい わゆ る新

商都 米子 の話で ござ い ますけ れど も、 これは まさ にその こと を表

した 言葉 でござ いま し て、米 子は かつ てから 商都 米子と いう ふう

に呼 ばれ てきま した が 、その 象徴 する 風景と いい ましょ うか 、象

徴す る場 所とい うの は 、まさ に商 店街 、本通 り商 店街で あっ たり、

元町 商店 街であ った り 、あの 辺り のエ リアの こと を指し て商 都と

いう ふう に呼ば れて き たわけ でご ざい ますけ れど も、今 のこ の時

代に なり まして 元の よ うに戻 すよ うな 形での 復活 という もの は、

これ はな かなか 難し い だろう と、 至難 の業で あろ うと。 むし ろや

っぱ り新 しい時 代に お ける商 都の 姿は 何なの かと いうの を職 員た

ちで 考え て、新 商都 と いう言 葉を つく り出し 、そ してそ の中 に行

うべ き事 業をい ろい ろ と織り 込ん で施 策とし てこ れを一 つ一 つ着

実に 進め ている 、こ れ が今の 米子 市の 進む方 向を 示した もの なわ

けで すけ れども 、そ こ に記載 して ます ように 、や はりス ポッ ト、

スポ ット ででき るこ と をとに かく 積み 重ねて いき ながら 、面 とし

て中 心市 街地な り町 な かとい うも のを 新しく して いこう とい うの

が我々の考えでございます。

商 店街 におき まし て は、既 にも う御 商売を やめ ていら っし ゃる



よう な店 舗とい いま し ょうか 、住 宅も ござい ます ので、 そこ を無

理や りこ こをも う一 度 店舗に 戻そ うと いうこ とで はなく 、ま だま

だや るぞ と、こ れか ら さらに やる ぞと いった 意気 込みの ある 商店

主の 方、 あるい は県 外 から引 っ越 して こられ て新 たに始 めら れた

方な ど、 そうい った 方 々を着 実に 我々 として 接点 を持ち なが ら可

能な 支援 をして いく と いうこ とを 積み 重ねて いき たいと 思っ てお

ります。

そ れに 伴って 、議 員 御指摘 のと おり 、狭隘 道路 ですと か空 き家

の多 いと ころで すと か 、そう いっ たと ころで 何か まとま った 事業

が走 りそ うだぞ とい う ことが あれ ば、 これは 例え ば国土 交通 省さ

んだ とか 、ある いは 協 定を結 んで おり ますＵ Ｒさ んだと か、 そう

いっ たと ころか らの お 知恵と か、 ある いは財 源と か、そ うい った

もの もお 借りし なが ら できる こと を考 えてい く、 これが 今後 の一

つのやり方ではないかというふうに思っております。

○稲田議長 岡田議員。

○岡 田議 員 私 も、 以 前はか つて のよ うにに ぎわ いのあ る、 かつ

ての にぎ わいを 取り 戻 すとい うよ うな 感覚で いた んです けれ ども、

時代 背景 が大き く変 わ って、 もっ と言 うと、 旧市 内にし か商 店が

なか った 時代と 郊外 に これだ け大 型店 舗がで きた ときに 、や っぱ

り個 人個 人の消 費行 動 という のは 、結 果的に 旧市 内じゃ なく て郊

外の 大き な店を 選ん だ のは市 民の 皆さ んであ り県 民の皆 さん であ

りま すの で、こ れを そ うじゃ ない んだ と言う こと はでき ませ んの

で、 改め て、市 民の 皆 さんな り県 民の 皆さん 、も っと言 えば 国外

の方 から も来て みた い と思っ てい ただ けるま ちづ くりと いう のを、

なか なか その答 えと い うのは これ だと いうの を見 つける のは 難し



いの かも しれま せん け ども、 僕は 、一 つは、 居住 人口を あそ こで

やっ ぱり 増やし てい く という こと をし ないと 、商 店が来 ると いう

可能性も少ないんじゃないかと思ってるんですね。

日 吉津 にある よう な イオン であ れば 、商圏 とい うのは 例え ば１

００ キロ とか、 かな り 広範囲 の人 口を お客と して 見るこ とが でき

ます けど も、一 般的 な 商店街 にあ るよ うなお 店で あれば 、そ こま

で広 い範 囲から のお 客 さんを 計算 して やると いう ことは ない と思

うん で、 そうす ると 、 そばに 住ん でる 方の人 口と いうの を増 やさ

ない と商 店が出 てく れ るとい う可 能性 が低い んじ ゃない かと いう

ふう に思 ってま すん で 、それ もあ って 狭隘道 路の 解消と いう こと

もや っぱ り一つ 大き な 要素に なっ てく るんだ ろう という ふう に思

ってます。

こ れは 、やっ ぱり 民 間事業 者の 方、 要は不 動産 会社の 方と か開

発業 者の 方が、 市長 も 言われ たよ うに 、やっ ぱり 中心市 街地 の例

えば 狭隘 道路が ある と ころだ とか 木造 住宅が 密集 してる 地域 って

いう のは 開発と して の ハード ルが 高い んです ね。 そうす ると 、ど

うし ても ハード ルの 低 い郊外 のほ うで やっぱ り御 商売さ れる って

いう のは 、ある 面で は 当然の こと であ ります 。で すので 、中 心市

街地 の商 売のハ ード ル を下げ てい くと いうこ とを 本市の ほう で踏

み込 んで やって いた だ く。そ うす ると 、僕は 自立 的な民 間投 資が

継続 的に 生まれ る、 そ ういう ふう に考 えてお りま すんで 、米 子駅、

がい なロ ードも 完成 し て私は 様々 な動 きが出 てき たと思 って ます

し、 これ からさ らに そ の動き を拡 大で きるん だろ うとい うふ うに

思ってますんで。

ひ いて は、以 前市 長 もお話 をし てお られま した けども 、土 地の



値段 が上 がれば 固定 資 産税は 上が って いきま す。 建物が 建つ だけ

じゃ なく て、い ろん な 投資が 行わ れる ことに よっ て土地 の魅 力が

増せ ば、 今、い ろん な 商品の 物価 、そ れから 株価 も上が って ます。

僕は 、人 口が減 少す る んで土 地の 値段 が下が ると いう方 も多 いん

です けど 、土地 の値 段 もある 程度 上が ってい くん じゃな いか なと

いう ふう に思っ てま す 。土地 の値 段が 上がっ てく ると、 民間 投資

とい うの はやり やす く なりま す。 土地 の値段 が下 がって いく 中で

民間 投資 をやっ てい く ってい うの は、 かなり 厳し いんで すね 。で

すん で、 なるべ く早 く 売れる とこ ろで ないと 開発 できな いと かい

うの は、 土地の 値段 が 下がる とい うの は結構 ある と思う んで す。

それ が昭 和の時 代の よ うに土 地の 値段 が上が ると いうこ とに なれ

ば、 ある 程度売 れな く ても、 持っ てて も銀行 の金 利より も土 地の

値段 が上 がれば いい わ けです から 、そ うなっ てく ると、 開発 って

いう のは 進んで いく ん だろう とい うふ うに思 って ます。 今回 の米

子駅 のが いなロ ード の 開通と いう こと も一つ の本 当に大 きな 契機

だと 思っ てます んで 、 ぜひこ の中 心市 街地の 活性 化もこ のタ イミ

ングで推し進めていただきたいというふうに思っているんです。

そ れで 、もう 一つ 、 角盤町 のほ うの ＪＵ米 子髙 島屋、 あの 近辺

はア ーケ ードも きれ い にされ て、 かな りとい うか 、ウオ ーカ ブル

の投 資も やって ます ん で、非 常に 商店 街の中 でも 特に注 力し てる、

民間 投資 も含め てな っ てると 思う んで すけど も、 これを さら に伸

ばし てい ってい ただ け るよう に僕 もぜ ひやっ てい ってい ただ きた

いと 思う んです けど 、 ここに 対す るさ らなる 角盤 町近辺 の投 資と

いう のが 具体的 に、 い ろいろ と今 言っ ておら れる と思う んで すけ

れども、あればお話を聞きたいと思いますけど、いかがですか。



○稲田議長 八幡総合政策部長。

○八 幡総 合政策 部長 さらな る投 資の お話で ござ います けど も、

現在 、御 承知の よう に 、米子 駅周 辺、 角盤町 周辺 、そし て米 子港

周辺 で都 市再生 整備 事 業とい うの を展 開して おり まして 、そ こで

ウオ ーカ ブルな どの 取 組を進 めて いる ところ でご ざいま す。 この

今が 大体 の５年 間の 中 間年ぐ らい でし て、そ れが あと二 、三 年し

たら 一応 完成し ます が 、私の 答弁 でも お答え しま したけ ども 、こ

の後 、で は、ど うす る んだと いう とこ ろで、 例え ば米子 港周 辺と

かど うす るんだ とか 、 当然米 子港 周辺 だけじ ゃな くて、 米子 駅の

課題 もい ろいろ あり ま すし、 現在 その 辺りの 課題 につい て、 まだ

この 事業 は終わ って ま せんが 、次 を見 越した そう いう検 討を する

よう にと いう指 示は 受 けてお りま すの で、そ の内 容につ いて 今日

この 場で 皆さん 方に お 示しで きる とい う段階 では ござい ませ んけ

ども 、既 にそう いう 検 討に着 手は させ ていた だい ている とい うこ

とだけは申し上げたいと思います。

○稲田議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 経 済 部とし ては 、投 資では ござ いませ んが 、取

り組 んで ること をち ょ っとお 話し させ ていた だき たいと 思い ます。

先日 の答 弁でも 、企 業 誘致に 関し まし て、駅 周辺 の空き ビル を調

査し て、 そちら のほ う に具体 的に 入居 してい ただ いたと いう こと

がご ざい ます。 角盤 町 のほう につ きま しても 、今 空いて る大 きい

ビル 、３ つぐら い空 い てるス ペー スと か掌握 しま して何 社か 御紹

介し たり してお りま す 。具体 的に 実っ たもの もご ざいま すし 、実

らな いも のもあ るわ け ですが 、や はり 角盤町 の取 組があ って から、

そこ ら辺 りのビ ルに 関 しまし て、 中海 テレビ さん が入ら れた 以降、



その 隣接 のビル に複 数 社入っ てい ただ いてる とい うこと に関 しま

して 、我 々とし ても 一 生懸命 取り 組ん でいる とこ ろでご ざい ます。

○稲田議長 岡田議員。

○岡 田議 員 い ろん な 形でこ の中 心市 街地活 性化 に取り 組ん でい

ただ いて おりま して 、 成果も 見え つつ ありま すし 、さら に、 民間

投資 も、 米原で はメ ガ ドンキ です か、 来られ ると いうこ とも あり

ます 。で すんで 、天 満 屋さん も含 めま して、 天満 屋さん 、そ れか

らド ン・ キホー テさ ん 、ＪＵ 米子 髙島 屋さん 、駅 前には 米子 市所

有の 駅前 イオン もあ り ますん で、 こう いった 、郊 外がど うの こう

のと いう ことじ ゃな く て、と にか くコ ンパク ト・ プラス ・ネ ット

ワー クと いうこ とで 言 ってお られ ます んで、 郊外 のほう がか なり

元気 があ る今の 現状 が ありま すん で、 何とし ても この中 心市 街地

を活 性化 させる こと が 郊外の 発展 にも つなが ると いうよ うな 循環

にな るよ うにで すね 。 なかな か行 政だ けで大 きく 事業を 引っ 張る

とい うこ とは難 しい の かもし れま せん けども 、民 間の方 等の 協力

を得 なが ら、伊 木市 長 も今７ 年経 過さ れて残 り任 期とし ては １年

とい うこ とであ りま す んで、 ぜひ とも 伊木市 長が 描いて こら れた

公約 を一 つでも 実現 を してい ただ くよ うに、 この 最後の １年 、さ

らな る精 進を要 望さ せ ていた だい て、 私の質 問を 終えた いと 思い

ます。


